


名古屋大学 ナショナルイノベ ーションコンプレックス

Under One Roof 
アンダー ワンル ー フでの産学官連携。

共同開発で新しい未来の実現を目指すための研究施設。

挨拶

名古屋大学ナショナルイノベーションコンプレックス(NIC)では、地域ポテン 

シャルを結集し、かつ、グロ ー バル展開を行う新しい時代の産学官連携研究 

開発を進めていく拠点として活動を進めて参ります。 「地域結集」と 「グロ ー バ

ル展開」は、一見すると、相容れないコンセプトのように感じられる方も多いか

と思います。しかし、現在、世界では、特定の 「地域」に強みのある領域群を結集

させ、領域横断的な研究開発を強みとし、 「世界」と渡り合っていく拠点形成が

主流となりつつあります。本学NICにおいても、産学官メンバー及び市民が一

体となり、我が国の未来 を支え、かつ、世界の生活に新しい価値をもたらすイノ

ベーション実現のための 「 場」と 「 しくみ」を提供していきます。 「 地域結集」

と 「グロ ーパル展開」を強く 推進し、新しい挑戦に取り組んでいきます。今後、 

NICを是非とも活用していただき、 これからの挑戦課題に臨む同志として多く

の方にNICへ参画していただけることを心より期待しています。

名古屋大学副総長／未来社会創造機構長／学術研究 ・ 産学官連携推進本部長

佐宗　章弘

設置趣旨

名古屋大学は、文部科学省 「地域資源等を活用した産学連携による国際科学

イノベーション拠点整備事業（平成24年度）：愛知県、豊田市、トヨタ自動車

（株）との共同申請」の採択を受けNICを開設いたしました。NICでは、本地域

が強みとしているものづくり技術人材と研究人材資源を結集させることにより、

世界水準のイノベーション創出拠点の形成をはかるとともに、本学の学術研

究・産学官連携推進活動に関わるワンストップサー ビスを提供していきます。

本事業の申請に際し、本学では、 「我が国がすでに直面している少子化・超高

齢化社会において、人々の絆と活力に満たされた生活を実現する『小さな社会、

大きなつながり』が重要であり、 この社会ビジョンに近づくためのイノベーショ

ン技術の創出を実現したい」との提案を行いました。この理念を継承し、NICで

は、産学官連携研究開発を強力に推進していく 「施設」のみならず、地域の皆様

と共有できるビジョンを地域の皆様と実現していく 「 場」として役割を果たして

いきます。
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公開施設等

設計コンセプト（周辺環境との関係）
・三角地を有効利用した建物形状。
・広場を中心とした公開施設の 連携。
・工学部5号館とつなぐ通り抜け屋内通路。
・減災館と調和した建築デザイン。
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• 山手通り とエントランスから見える車両実証実験室。
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NICで提供するサ ー ビス

• 研究集会やレセプションに使用
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メカニカルパルコニー l 

I 

西面の日射を遮蔽し 」
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四谷山手通りに面した l 

名古屋大学の顔づくり l 
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COi研究推進ラポ テ-+月
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産学運携基盤技術支援コア：
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産学連携基盤技術支援コア

研究推進・産学連携室
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階段室を利用した
自然換気システム

フレキシブルな
実験・研究室

室面積のバリエー

ション

イノベーション
創出のコアとなる
三角形の共用空
間と吹抜

断面計画

■産学協同研究講座・産学協同研究部門の開設
企業等から経費と人材を受け入れ、 名古屋大学の教育研究の 
進展及び充実と社会貢献を図ることを目的に設置する制度です。

►  3F研究協力部 

■共同研究の相談、 技術相談、 本学知財の利用· 
技術移転等

► 3F学術研究・産学官連携推進本部

■プラズマナノ関連の共同利用機器使用及び
技術コ ー デイネ ー ト等
文部科学省国際科学イノベーション拠点整備事業
文部科学省ナノテクノロジ ープラットフォ ー ム
経済産業省地域オ ープンイノベ ーションプラットフォ ー ム

► 4F低温プラズマ科学研究センタ ー 

■ マイクロマシン·MEMS関連の共同利用機器
使用及び技術コ ー デイネ ー ト等
文部科学省国際科学イノベーション拠点整備事業
文部科学省ナノテクノロジ ープラットフォ ー ム

► 5Fマイクロナノメカト ロニクス研究センタ ー

■ モビリティ関連共同利用機器使用及び技術
コ ー ディネ ー ト
JST革新的イノベ ーション創出プログラ ム (COi STREAM) 
文部科学省国際科学イノベーション拠点整備事業
経済産業省先端イノベーション拠点創出事業

► 6F NIC-COI技術支援室

JST革新的イノベ ー ション創出プログラム(COi STREAM) 

革新的イノベーション創出プログラム(COi STREAM)は、現在潜在している将来社会

のニーズから導き出されるあるべき社会の姿、暮らしの在り方（以下、「ビジョン」という）

を設定し、このビジョンを基に10年後を見通した革新的な研究開発課題を特定した上

で、既存分野·組織の壁を取り払い、企業だけでは実現できない革新的なイノベーション

を産学連携で実現をめざす研究開発プログラムです。名古屋大学では、平成25年度「高

齢者が元気になるモビリティ社会の実現」をビジョンに掲げ、採択され、研究開発がスタ
ートしました（名古屋COi拠点）。現在、我が国は、超高齢社会に突入しています。このよ

うな社会では、高齢者が、地域間の格差なく、活き活きと活動し、楽しく生活できること
が大切と考えます。さらに、そのような明るい生活を実現していくためには、先ずは、高齢

者が自らの意思で移動し、活動できる環境づくり、それを支えるテクノロジ ーの創出が必

要です。名古屋COi拠点では、高齢者が【安全に、安心に、楽しく行こう】と思えるクルマ、

そのクルマに乗って【町にでよう】と思える情報エージェントサービス、その町で【元気に

いこう】と思えるコミュニティの社会実装をめざします。

1【安全に、安心に、藁しく行こう】

萬齢者の心身機能を理解し「不安や事故を回避する」逼転者アシスト機能
・森齢者の機能低下（認知・判断・操作）の補償システム・心身機能（ストレス・疲労・急性疾患等）のセンシングシステム

高齢者が元置になるモビリティ社会
大，曰這紅叩 3【元蒐にいこラ】

·' 

冨齢者の自らの移動を維持・鶴出する
交遍インフラ、制度、しくみ、拠所づくり
・コミュニュティのつながりや個人の活き活き度を表す

＇ 
喜氾｝仲間楽しみ」即戸くり

心
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ふ品孟雷ふコミュニティで検証l1 ·•-f.,
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